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前夜の豪雨が上がった薄曇りの中、
新1年生51名、職員9名を迎え、落ち着いた
雰囲気で明科中学校の令和6年度がスター
トしました。
ここでは、始業式での堀金猛新校長の

講話を一部要約して紹介します。

今日から、72日の1学期が始まります。
1学期のスタートに当たり、明科中の生徒に常に大事にして欲しいこと

をお話しします。それは、
「見えないもの見ようとする生徒になってほしい」

ということです。
光があたらずに、痩せて育った一本の麦をイメージしてください。その

麦の細かい髭のような小さな根毛を含めて根をすべてつなげると、どのく
らいの長さになると思いますか。ある研究によると、東はロシアの端から
西のヨーロッパまで、ユーラシア大陸の長さくらいになるそうです。地中
での自然の営みのすごさを感じます。私たちには、痩せた麦の穂しか見え
ませんが、見えない地中ではこんなにも豊かな営みが行われています。農
家の方は、立派に育てようと、見えないもの＝根の様子を上の部分から想
像し、適切な水や肥料を与えていきます。そうやって麦は育ちます。
同じように、人の心の根毛のような繊細な部分は見えません。それを

掘ってみようとすることはできないですし、掘り返すのはよくないことも、
皆さんは分かっていると思います。しかし、自分の目で見えるもの、自分
の「こんな人だ」という相手についての捉えだけでなく、例えば自分以外
の人の姿やものを見たり、その人の見えない思いを考えたり、今まで見て
いたものの意味を考え直したりすることで、地下で起きている麦の根の営
みのように、自分自身や相手の心の営みも豊かになります。「見えないも
のを見ようとする心」「感じようとする心」をもつ生徒になってもらうこ
とを期待します。そうすることで、不安に思っている勉強や仲間との関わ
り、トラブルに対する解決の糸口が見えてくると思います。
伝統ある６６年目の本校の一員として、本校の学校教育目標「感動する

心」「つなげる心」「やり抜く心」を育めるよう、ともに頑張りましょう。



(文：教頭 山口 敬之)

現在安曇野市の中学校では、原則朝の部活動は実施しておらず、明科
中学校では火、木、金曜日の7:30～8:00の間、生徒が自主的に練習をし

ています。その際各部を巡回し、見守ってくださる方を募集しておりま
す。火、木、金の全部でなくても結構ですので、ご協力いただける方が
いらっしゃいましたら、明科中学校 教頭(0263ｰ62ｰ2133)までご連絡
ください。ほんのわずかですが、安曇野市より謝礼金も出ます。


